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鹿沼市シルバー
人材センターだより
鹿沼市シルバー
人材センターだより

「会員」と「仕事」はシルバーの両輪。 いきいきシルバー仲間の輪を広げよう！

　９月に「シルバーの日
統一奉仕活動」が実施
されました！写真は、消
防本部での作業の様子
です。
　他にも各地区で多くの
会員さんが活躍してくれ
ました。詳しくは次項に
掲載しています。

ふる里あわの秋まつりに
手芸グループが出店しました！

地域に根を張るシルバーを目指して地域に根を張るシルバーを目指して
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
貢
献
を
目

的
と
し
て
奉
仕
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
行
え
な
か
っ
た
「
シ

ル
バ
ー
の
日
統
一
奉
仕
活
動
」
を
九
月
二
十
五
日
～

二
十
九
日
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
百
四
十
八
名
（
全
体
の
約
三
割
）
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。
残
暑
が
厳
し
い
汗
ば
む
陽
気
で

し
た
が
、
会
員
同
士
の
会
話
も
弾
み
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、事
故
や
怪
我
も
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

写
真
以
外
に
も
、
地
区
単
位
で
の
活
動
と
し
て
、
中

央
第
一
地
区
が
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
寿
荘
」、
中
央

第
二
地
区
が
「
北
小
学
校
」、
東
部
第
一
地
区
が
「
緑

町
児
童
公
園
」、
東
部
第
二
地
区
が
「
い
ち
ご
ア
リ
ー

ナ
北
側
道
路
」、
南
部
第
二
地
区
が
「
南
保
育
園
」、
南

部
第
三
地
区
が
「
上
南
摩
小
学
校
」
で
奉
仕
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

　

各
施
設
責
任
者
か
ら
も
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

シ
ル
バ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
も
貢
献
で
き
、
充
実
し
た
活
動
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
か
ら
喜
ば
れ
る
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

奉
仕
活
動
実
施

日にち 地区 活動場所
９月25日 粟野第２ 粕尾コミセン

９月26日

中央第１
中央第２
西部、北部
南部第３

シルバー人材センター敷地内

９月28日 粟野第１ 粟野コミセン

９月29日

中央第３
東部第１
東部第２
南部第１
南部第２

消防本部

消防本部での作業の様子
56名の方が参加しました
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粟野第１地区の皆さん
11名の方が参加しました！

粟野第２地区の皆さん
14名の方が参加しました！

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で
の
作
業
の
様
子

作業前後でこんなに綺麗に
なりました

⬆作業前
⬇作業後
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安全ニュース

　今年の夏は例年に比べ暑く、連日猛暑の日々があったせいか、昨年度にはなかった、熱中症に
よる救急搬送が３件起こりました。熱中症は屋外で起こるイメージが強いのですが、屋内でも起
こることがあり、最悪の場合、死亡してしまうこともあります。来年も暑い夏が予想されますので、
「自分は大丈夫」と過信せず、より一層の注意をお願いします。
　また、上記の発生事故一覧表を見て、自分の仕事は関係ないから大丈夫だと思ってないでしょ
うか？いつ何が起こるか分からないのが事故です。今一度会員の皆さんには、安全とは何なのか
考えていただき、これまで以上に安全就業を徹底してほしいと思います。

　今年度は、すでに昨年度の６件より４件増となる、10件の事故報告があがっています。
内訳としては、物損３件、傷害７件となっています。昨年の物損４件、傷害２件と比較すると
傷害事故が多く発生しています。（11月末日現在）

緊急事態です！

種別 事故の概要

５月

傷害
就業後、帰宅のため駐車場に向かっていたところ、階段で転倒し、右手
首・肘を打撲した。

傷害
集草作業中に座り込み、頭が痛いと言ってそのまま後ろに倒れた。意識
朦朧だったため救急搬送。病院で熱中症と診断された。

６月 物損 太陽光パネル周りで草刈作業中、草刈機の操作を誤りパネルを破損。

７月

物損 植木の剪定作業中に、誤って光ケーブルを切断した。

物損 植木の剪定作業中に、誤ってケーブルを切断した。

傷害
工場内での軽作業中に、座り込んでいたため、近くにいた従業員が熱中
症を疑い、氷を取りに一度現場を離れ、戻ってくると意識がなく、横た
わっていたため救急搬送。病院で熱中症と診断された。

８月

傷害
草刈作業中の昼食休憩時、椅子から立ち上がった際、足場が悪く転倒。
手をついた場所に割れた陶器の欠片があり、それで左腕を切り出血。他
の会員が止血するも止まらないため救急搬送。

傷害
屋外での作業が終了し、休憩していた際に、黙り込んだまま動かず、呼
びかけにも応じなくなったため救急搬送。病院で熱中症と診断された。

10月 傷害
木工所内で作業中に、足元にあった角材につまずき転倒。額を切り出血
したため救急搬送。

11月 傷害
植木の剪定作業中に、三脚から降りようとして転落。地面に頭や体を
打ったため救急搬送。
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安全パトロール実施
　今年も７月・８月の安全就業強化月間に合わせて、安全・適正就業委員会が７月の黒川河川公
園草刈作業と８月のふれあい遊歩道植木剪定作業で安全パトロールを実施しました。
　猛暑の中での作業なので、熱中症の注意喚起と安全就業の徹底を呼び掛けしました

《交通事故・就業事故防止のための重点事項》

「腰痛予防講習会に参加しよう！」

◎ 交通ルールを遵守しよう。
◎ 作業前のあいさつ、注意事項の確認、無事故の呼びかけを実施しよう。
◎ 作業現場は常に整理・整頓しよう。
◎ 作業は、急がない、慌てない、無理をしないの「３ない運動」を実践しよう。
◎ 健康状態の把握、健康診断は必ず受診しよう。
◎ �『毎月10日は会員健康の日』シルバー体操や準備運動の実施を作業前には

習慣化するなど、自己の健康管理意識を高めよう。

日　　時	 令和６年２月１日（木）
	 午前10時30分～午前11時30分
場　　所	 TKCいちごアリーナ（鹿沼市下石川694－１）
募集人員	 30名
服　　装	 動きやすい服装、飲み物、タオル
募集期間	 令和６年１月19日（金）まで
申込方法	 本人がシルバー事務局へ電話等で申し込みください。
	 （☎65－3200）
そ の 他	 ご不明な点がございましたらお問合せください。
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今
年
度
、
会
員
互
助
会
で
は
親
睦
旅
行
を
計
画

し
ま
し
た
が
、
応
募
人
数
が
少
な
く
、
残
念
な
が

ら
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会
」
は
開
催
で
き
ま

し
た
。
昨
年
に
続
き
、
鹿
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
十
一
月
十
一
日
（
土
）

に
北
押
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
北
側
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
十
九
名
で
し
た
が
、
天
気
に
恵
ま
れ
、

無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
伸
び
伸
び
と
笑
い
声
の
絶
え
な
い
楽

し
い
ラ
ウ
ン
ド
の
プ
レ
ー
を
こ
な
し
、
中
に
は
、

最
長
五
十
メ
ー
ト
ル
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
決
め

る
人
も
出
て
驚
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
人
生
百
年
時

代
を
思
わ
せ
る
若
々
し
い
プ
レ
ー
の
数
々
で
し
た
。

若
さ
あ
ふ
れ
る
こ
の
力
こ
そ
が
日
頃
の
仕
事
に
も

生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

会
員
互
助
会
は
十
二
月
以
降
の
活
動
と
し
て
、

芸
能
発
表
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
観
覧
参
加
だ

け
で
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
役
員
全

員
で
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

（
文
責　

木
村
正
悦
）

　

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、「
ふ
る
里
あ
わ
の
秋
ま

つ
り
」
が
十
一
月
十
八
日
（
土
）
と
十
九
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
行
き
ま

し
た
か
？

会
員
互
助
会
活
動

手
芸
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告

　

こ
の
お
祭
り
は
、
粟
野
地
域
の
秋
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
、
平
成
三
十
年
を
最
後
に
長
ら
く
中
止
し

て
き
ま
し
た
が
、
五
年
ぶ
り
に
開
催
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
等
が
出
店
し
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
手
芸
グ
ル
ー
プ
の

作
品
販
売
を
し
ま
し
た
。
各
々
こ
の
日
の
た
め
に

準
備
し
た
自
慢
の
作
品
の
数
々
を
持
ち
寄
り
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
も
一
役
買
う
こ
と
が
で

き
、
大
変
に
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
最
後
に
、み
ん
な
で
風
船
を
飛
ば
し
て
、

お
祭
り
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。



鹿沼市シルバー人材センター会報〈第101号〉（7）

　

私
は
、
公
務
員
を
定
年
退
職
し
、

そ
の
後
民
間
の
協
同
組
合
に
六
年
間

勤
め
ま
し
た
。

　

残
り
の
人
生
は
、
土
を
耕
し
な
が

ら
家
で
の
ん
び
り
過
ご
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
気
が
付
い
て
み

る
と
、
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
、
機
械

除
草
班
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

周
辺
を
見
る
と
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
、
後
継
者
不
足
で
農
地
の

管
理
が
で
き
ず
、
耕
作
放
棄
地
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
て
い
ま
す
。
私

も
農
家
で
す
が
、
い
ず
れ
自
分
で
管

理
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
時
が
や
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
猛
暑
が
続
き
ま
し

た
。
体
力
に
は
自
信
が
あ
る
つ
も
り

で
し
た
が
、
炎
天
下
で
の
草
刈
り
作

業
は
気
力
・
体
力
の
限
界
を
感
じ
る

時
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
休

憩
時
間
に
交
わ
す
仲
間
た
ち
と
の
些

細
な
会
話
が
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま

し
た
。
地
球
温
暖
化
で
来
年
も
猛
暑

の
夏
に
な
る
の
で
は
と
不
安
に
な
り

ま
す
が
、
少
し
で
も
地
域
の
役
に
立

つ
た
め
、
機
械
除
草
班
を
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
振
り

返
る
と
中
途
半
端
に
な
っ
て
い
た
こ

と
を
反
省
す
る
ば
か
り
で
す
。
学
生

の
頃
に
英
会
話
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま

し
た
が
、
サ
ー
ク
ル
仲
間
と
の
麻
雀

に
熱
が
入
り
過
ぎ
て
し
ま
い
、
未
だ

に
き
ち
ん
と
し
た
会
話
が
で
き
ま
せ

ん
笑
。
就
職
後
は
囲
碁
を
覚
え
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
楽
し
い
ゲ
ー
ム
は
あ

り
ま
せ
ん
。
時
々
ネ
ッ
ト
対
局
を
し

ま
す
が
、
碁
力
は
当
時
の
ま
ま
で
少

し
も
強
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
笑
。
た

か
が
趣
味
で
す
が
、「
中
途
半
端
で

何
か
や
り
残
し
て
し
ま
っ
た
」
感
じ

が
し
て
お
り
、
時
間
が
で
き
れ
ば
も

う
一
度
や
り
直
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
一
日
一
日
が
人
生
で

す
。
ま
ず
は
楽
し
く
生
き
る
こ
と
を

第
一
と
し
、
自
分
の
や
り
た
い
よ
う

に
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
生
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
鹿
沼
に
住
ん
で
四
十
九
年
に

な
り
ま
す
。
鹿
沼
は
私
に
と
っ
て
は

第
二
の
故
郷
で
す
。

　

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
は
、

塩
谷
郡
船
生
村
（
現
塩
谷
町
）
で

す
。
実
家
の
隣
に
は
皆
さ
ん
も
ご
存

知
の
、
船
村
徹
さ
ん
の
実
家
が
あ

り
、
縁
あ
っ
て
船
村
さ
ん
の
人
生
を

知
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
り
ま
し
た
。
今

で
は
す
っ
か
り
生
涯
の
フ
ァ
ン
で
す
。

　

船
村
さ
ん
と
い
え
ば
、「
泣
け
た
、

泣
け
た
」
か
ら
始
ま
る
「
別
れ
の
一

本
杉
」
や
、
戦
後
初
の
ミ
リ
オ
ン
セ

ラ
―
と
な
っ
た
「
王
将
」
な
ど
、

数
々
の
名
曲
を
作
っ
た
有
名
な
作
曲

家
で
す
。
し
か
し
、
船
村
さ
ん
の
人

生
に
は
意
外
な
一
面
も
あ
り
ま
す
。

　

旧
制
中
学
時
代
に
は
タ
バ
コ
を
吸

っ
た
り
、
悪
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー

を
は
っ
て
い
た
り
と
、
や
ん
ち
ゃ
な

行
動
も
多
く
、
母
親
は
な
ん
と
か
更

生
し
て
ほ
し
い
と
、
転
校
先
の
学
校

を
探
し
交
渉
す
る
も
、
ど
の
学
校
か

ら
も
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

音
楽
の
道
に
進
ん
だ
の
も
、
入
れ

る
大
学
が
な
く
、
勉
強
も
嫌
い
だ
っ

た
た
め
。
そ
こ
で
見
つ
け
た
の
が
音

楽
学
校
で
し
た
。
元
々
ギ
タ
ー
で
曲

の
よ
う
な
も
の
を
作
る
の
が
好
き
だ

っ
た
そ
う
で
、
作
曲
科
に
行
き
た
か

っ
た
の
で
す
が
、
戦
後
の
混
乱
期
で

休
止
中
。
仕
方
な
く
ピ
ア
ノ
科
に
入

学
し
ま
し
た
。
初
め
は
周
り
に
圧
倒

さ
れ
、
違
う
道
に
行
く
こ
と
も
考
え

た
こ
と
も
あ
り
、
プ
ロ
野
球
巨
人
軍

の
入
団
テ
ス
ト
を
受
け
た
こ
と
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
笑
。
で
す
が
、
色
々

な
キ
ッ
カ
ケ
や
、
人
と
の
出
会
い
を

経
て
、
船
村
徹
と
い
う
作
曲
家
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

　

古
い
で
す
が
、
二
〇
一
四
年
十
月

～
二
〇
一
五
年
一
月
ま
で
、
計
十
五

回
に
渡
り
、
下
野
新
聞
の
コ
ラ
ム
欄

に
船
村
徹
さ
ん
の
人
生
に
つ
い
て
書

か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
こ
か
ら

一
部
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
と
て
も
面
白
い
の
で
、
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
日
光
市
今
市
に
「
日
本
の

こ
こ
ろ
の
う
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
船

村
徹
記
念
館
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち

ら
に
も
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
」

粟
野
第
二
　
毛
束
　
和
弘

「
私
の
推
し
」東

部
第
一
　
伴
瀬
　
功
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会員数
（人）

受託件数
（件）

就業人員（人） 契　約　金　額（単位：千円）
実人員 延人員 請負 派遣 合計

令和５年度
４月〜10月 483 2,553 2,706 31,268 142,564 34,426 176,990

令和４年度
４月〜10月 483 2,585 2,781 32,407 140,306 37,041 177,348

前 年 比 100.0％ 98.8％ 97.3％ 96.5％ 101.6％ 92.9% 99.8%

開催日	 ・1/19（金）　・2/20（火）　・3/15（金）
場　所	 日吉町 シルバー人材センター会議室
時　間	 相談日…午前９時30分～午前11時30分
	 　�皆さんの困りごと（仕事・生活等）について、幅広くお受けします。
	 説明会…午前９時30分〜（受付　午前９時〜）
	 　�シルバー人材センターに関心のある友人・知人がいらっしゃいましたら、

ぜひ参加されるようお勧めください。

（令和５年４月〜令和５年10月）

期間
項目

5令和5令和

事
務
局
だ
よ
り

県内の難読地名クイズの答え：①とくじらまち②ついじちょう③よべちょう④こうまち

　

毎
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
セ
ン
タ
ー
の
入
口
正
面
の
掲
示

板
に
「
適
正
就
業
に
関
す
る
取
扱
要

綱
」
に
基
づ
き
対
象
と
な
っ
た
、
お

仕
事
の
情
報
が
貼
り
出
さ
れ
ま
す
。

　

要
綱
の
趣
旨
内
容
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
十
分
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
に
も
、
適
正
就
業
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
仕
事
以
外
の
も
の
も

常
時
、
貼
り
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
仕

事
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

前
号
に
続
き
、
県
内
の
難
読
地
名

ク
イ
ズ
で
す
‼

① 

宇
都
宮
市　

徳
次
郎
町

② 

佐
野
市　

築
地
町

③ 

足
利
市　

五
十
部
町

④ 

栃
木
市　

国
府
町

　
（
答
え
は
こ
の
ペ
ー
ジ
の
下
）

　

会
員
さ
ん
同
士
の
紙
面
交
流
を
目

的
に
、
随
時
会
員
さ
ん
か
ら
の
原
稿

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
構
い

ま
せ
ん
！
私
の
健
康
法
や
趣
味
・
特

技
・
思
い
出
な
ど
・
・
・

　

み
な
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
仕
事
情
報
掲
示
板
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

ね
ん
り
ん
に

掲
載
し
て
欲
し
い
記
事
を

随
時
募
集
中
！

　
豆
知
識


